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通信講座

通信講座の詳しい案内パンフレットを無料でお送りします。

受講者
募集中

0120-06-8881 FAX 042-574-1006
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通信講座

十
七
音
の

　熱
き
戦
い

ネットで川柳を学べるようになりました！
「ネット添削」コース

　郵便でやり取りする従来の通信講座に加え、インターネット上でリポート提出・返却ができる「ネット添
削」コースを開講いたしました。パソコンでのやり取りですので、よりスピーディーにみなさまとのコミュニ
ケーションが可能となりました。この機会に、ぜひお試しください！

全国の仲間とともに一冊の本を仕上げる楽しみが味わえる
合同作品集。専用原稿用紙に書き込み入稿できるので、簡
単でリーズナブルと人気です。ただいまご参加者を募集中
です。「ふじみ川柳大会」の入稿作品を掲載いただくことも
可能です！

※リポート提出及び返却は、パソコンのみのご利用になります。　※電子bookは『川柳実作』テキストです。
※講座の詳細はNHK学園ホームページでご確認ください。また、ホームページからの【お申込にあたってのご注意】も必ずご確認
ください。　※受講申込はネットからのみ受付（クレジットカード一括払いのみ）となります。

コ
ー
ス
概
要

川柳ネット添削（電子bookあり）

川柳ネット添削（電子bookなし）

コース

1年間リポート受付

1年間リポート受付

学習期間

1回3句×5回

1回3句×5回

リポート提出

16,000円

14,500円

受講料（税込）

スマホ・タブレットからはこちら! ▶

2021

ふ
じ
み
川
柳
大
会

川
柳
講
座
開
講
35
年
記
念

番傘川柳本社主幹

田中新一

令和3年3月下旬NHK学園ホームページにて
「動画配信」予定
※『入選作品集』にも要約を掲載する予定です。

 NHK学園川柳講座専任講師

島田駱舟

スペシャルトーク大会リニューアル ＆
開講35年記念

動画
配信

参加者
募集開始

VSVS

「今、川柳に求められるもの」
ふじみ川柳大会応募作品を振り返って

令和3年3月下旬
配信予定

　NHK学園の川柳講座は令和3年、開講35年を迎えます。
これを機に、『NHK学園全国川柳大会』としてご愛顧いただいたイベントを、より多くのみなさまにお楽しみいただけるよう、

時代にあわせて装いも新たに企画・開催することといたしました。
記念イベントとして、番傘川柳本社主幹である田中新一さん、川柳講座の島田駱舟専任講師のスペシャル対談を予定しております。

　パソコンやスマホで、ご自宅にいながら動画配信でお楽しみいただけます。

（代）042-572-3151

ふじみ川柳大会
投句の方は

受付いたします
10%割引で

特 典令和3年6月末締切 令和3年12月発刊予定

詳細はこちらまで 川柳合同作品集「ふじみ」係

川柳合同作品集「ふじみ」 川柳合同作品集「ふじみ」 田中新一・島田駱舟選
番傘川柳本社主幹 NHK学園

※イベントの開催はありません。



規
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）で
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

（
雑
詠
二
句
ま
た
は
雑
詠
二
句+

各
題
二
句
）

①
雑
詠
二
句
の
場
合
　
１
、２
５
０
円

②
雑
詠
二
句
と
課
題「
流
行
」「
し
っ
か
り
」各
二
句
、
計
六
句
の
場
合
　
２
、４
５
０
円

　
そ
れ
ぞ
れ
、
一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

●
各
選
者
ご
と
に
特
選
、
秀
作
、
佳
作
。

　（
特
選
内
定
者
の
み
正
式
発
表
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
大
会
大
賞
／
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

●
特
別
賞
／
国
立
市
長
賞
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
賞
、
全
日
本
川
柳
協
会
賞
、
せ
き
や
賞
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は「
入
選
作
品
集
」誌
上
に
て
発
表
し
ま
す
。

●
投
句
さ
れ
た
方
に
は
、
投
句
の
組
数
に
応
じ
て「
入
選
作
品
集
」を
お
送
り
し
ま
す
。

▲

ご投句には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

投
句
要
領

雑
詠

課
題
「
流
行
」「
し
っ
か
り
」

※

課
題
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
料

賞
・
発
表

〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2
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２
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大
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３
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（
代
）

ふじみ川柳大会事務局 御中

郵
便
払
込
に
つ
い
て

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
大
会
名
、
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、

払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付

け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
払
込
み
し
た
日
付
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号
：
０
０
１
４
０

－

３

－

６
８
７
７
４
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
大
会

投句
在中

お
問
い
合
わ
せ
先・投
句
先

令和２年度　ＮＨＫ学園 生涯学習フェスティバル

川柳講座開講35年記念

投句締切：令和２年12 
月15 
日（火）消印有効

※
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

〒

の
　
り
　
し
　
ろ

投
句
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は

振
替
払
込
受
付
証
明
書
（
お
客
さ
ま
用
）

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
が
な
い
場
合

は
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

名　前

住　所

電話番号

生年月日

課題②　 「しっかり」

①
②

課題①　 「流行」

①
②

雑　　詠

①
②

作品集に

掲載するお名前

フリガナ

フリガナ

大正・昭和・平成年月日

（男・女）

（歳）

（本名と違う場合のみ

 ご記入ください）

※任意でご記入ください

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、入
選
作
品
集
の
作
成
と
配
布
に
使
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
川
柳
大
会
や
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都道
府県

もう一度ご確認ください

●未発表・自作に間違いありませんか　●作品の控えをお手元に残してください

●誤字脱字はありませんか　●二重投句（同一作品を他へ投句）していませんか

●作品は、作者名を伏せて、そのままコピーして各選者にお届け

　しますので、楷書で濃くお書きください。

●作品投句後の訂正には応じられませんので、ご了承ください。

ふじみ川柳大会投句用紙 ＮＨＫ学園

郵
便
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
12
月
15
日（
火
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
12
月
15
日（
火
） 

23
時
59
分

郵
便
で
の
ご
投
句

１①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
句
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

投
句

締
切

払
込
日
　
　
月
　
　
日

応
募
上
の
ご
注
意
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

投句を
お待ちしています！　　　　

　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　

　

●
規
定
の
投
句
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
及
び
未
発
表

作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
ふ
じ
み
川
柳
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
何
組
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
本
大

会
関
係
者
は
投
句
で
き
ま
せ
ん
。

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。（
作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
）

●
二
重
投
句
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
投
句
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範

囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）

●
作
品
投
句
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。
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払
込
さ
れ
た
方
は

振
替
払
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受
付
証
明
書
（
お
客
さ
ま
用
）

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
が
な
い
場
合

は
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
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生年月日

課題②　 「しっかり」

①
②

課題①　 「流行」

①
②

雑　　詠

①
②

作品集に

掲載するお名前

フリガナ

フリガナ

大正・昭和・平成年月日

（男・女）

（歳）

（本名と違う場合のみ

 ご記入ください）
※任意でご記入ください

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、入
選
作
品
集
の
作
成
と
配
布
に
使
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
川
柳
大
会
や
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都道
府県

もう一度ご確認ください

●未発表・自作に間違いありませんか　●作品の控えをお手元に残してください

●誤字脱字はありませんか　●二重投句（同一作品を他へ投句）していませんか

●作品は、作者名を伏せて、そのままコピーして各選者にお届け

　しますので、楷書で濃くお書きください。

●作品投句後の訂正には応じられませんので、ご了承ください。

ふじみ川柳大会投句用紙 ＮＨＫ学園

郵
便
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
12
月
15
日（
火
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
12
月
15
日（
火
） 

23
時
59
分

郵
便
で
の
ご
投
句

１①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
句
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

投
句

締
切

払
込
日
　
　
月
　
　
日

応
募
上
の
ご
注
意
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

投句を
お待ちしています！　　　　

　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　

　

●
規
定
の
投
句
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
及
び
未
発
表

作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
ふ
じ
み
川
柳
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
何
組
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
本
大

会
関
係
者
は
投
句
で
き
ま
せ
ん
。

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。（
作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
）

●
二
重
投
句
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
投
句
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範

囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）

●
作
品
投
句
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。



岡田 篤
時の川柳社

佐藤潤子
NHK学園

いしがみ鉄
川柳研究社

福本清美
徳島番傘川柳社

投句
締切 令和２年12月15日（火）消印有効
発表

主催

後援
令和3年3月20日（土）発行
                 入選作品集誌上にて

ＮＨＫ学園

文化庁・国立市・NHK
一般社団法人全日本川柳協会

協賛 株式会社せきや

荒砂和彦
南樹川柳社

伊東マコ
川柳やまがた吟社

雑詠（共選）選者 課題「流行」選者 課題「しっかり」選者

敬称略
五十音順選　者

通信講座

通信講座の詳しい案内パンフレットを無料でお送りします。

受講者
募集中

0120-06-8881 FAX 042-574-1006
〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2 NHK学園 6B60係　　ホームページ https://www.n-gaku.jp/life

通信講座

十
七
音
の

　熱
き
戦
い

ネットで川柳を学べるようになりました！
「ネット添 削」コース

　郵便でやり取りする従来の通信講座に加え、インターネット上でリポート提出・返却ができる「ネット添
削」コースを開講いたしました。パソコンでのやり取りですので、よりスピーディーにみなさまとのコミュニ
ケーションが可能となりました。この機会に、ぜひお試しください！

全国の仲間とともに一冊の本を仕上げる楽しみが味わえる
合同作品集。専用原稿用紙に書き込み入稿できるので、簡
単でリーズナブルと人気です。ただいまご参加者を募集中
です。「ふじみ川柳大会」の入稿作品を掲載いただくことも
可能です！

※リポート提出及び返却は、パソコンのみのご利用になります。　※電子bookは『川柳実作』テキストです。
※講座の詳細はNHK学園ホームページでご確認ください。また、ホームページからの【お申込にあたってのご注意】も必ずご確認
ください。　※受講申込はネットからのみ受付（クレジットカード一括払いのみ）となります。

コ
ー
ス
概
要

川柳ネット添削（電子bookあり）

川柳ネット添削（電子bookなし）

コース

1年間リポート受付

1年間リポート受付

学習期間

1回3句×5回

1回3句×5回

リポート提出

16,000円

14,500円

受講料（税込）

スマホ・タブレットからはこちら! ▶

2021

ふ
じ
み
川
柳
大
会

川
柳
講
座
開
講
35
年
記
念

番傘川柳本社主幹

田中新一

令和3年3月下旬NHK学園ホームページにて
「動画配信」予定
※『入選作品集』にも要約を掲載する予定です。

 NHK学園川柳講座専任講師

島田駱舟

スペシャルトーク大会リニューアル ＆
開講35年記念

動画
配信

参加者
募集開始

VSVS

「今、川柳に求められるもの」
ふじみ川柳大会応募作品を振り返って

令和3年3月下旬
配信予定

　NHK学園の川柳講座は令和3年、開講35年を迎えます。
これを機に、『NHK学園全国川柳大会』としてご愛顧いただいたイベントを、より多くのみなさまにお楽しみいただけるよう、

時代にあわせて装いも新たに企画・開催することといたしました。
記念イベントとして、番傘川柳本社主幹である田中新一さん、川柳講座の島田駱舟専任講師のスペシャル対談を予定しております。

　パソコンやスマホで、ご自宅にいながら動画配信でお楽しみいただけます。

（代）042-572-3151

ふじみ川柳大会
投句の方は

受付いたします
10%割引で

特 典令和3年6月末締切 令和3年12月発刊予定

詳細はこちらまで 川柳合同作品集「ふじみ」係

川柳合同作品集「ふじみ」 川柳合同作品集「ふじみ」 田中新一・島田駱舟選
番傘川柳本社主幹 NHK学園

※イベントの開催はありません。


